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Ⅰ．りそなグループの概要

大都市圏 リ バ キ グ業務に経営資源を集中

国内ネットワーク

 2大都市圏、リテールバンキング業務に経営資源を集中

 個人 約1,300万口座、法人 約9万先の顧客基盤をもち、本邦最大の信託併営リテールバンキングを展開

コーポレートストラクチャー 国内ネットワークコーポレートストラクチャー

（2014年3月末現在）

（2014年3月末現在）

連結総資産 44.7兆円
信託財産 23 9兆円

支店数: 592

3

信託財産 23.9兆円

首都圏
293

関西圏
276

6

8

近畿大阪銀行

総資産3 6兆円

埼玉りそな
銀行

りそな銀行

総資産28.6兆円

276 81

5

総資産3.6兆円
総資産12.2兆円 信託財産23.9兆円

信託併営リテ ルバンキング

法人貸出先
約9万

個人稼動口座
約1,300万

信託併営リテールバンキング
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 りそなが主な事業基盤を有する都府県の人口 GDPは 日本全体の3割以上をカバ

Ⅰ ．りそなグループの概要（フランチャイズ）

県別人口 *1 GDP国際比較 *2県別GDP *2

 りそなが主な事業基盤を有する都府県の人口・GDPは、日本全体の3割以上をカバー

 事業基盤とする都府県のGDPは、一国の規模に匹敵
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44*1. 出所： 総務省人口推計（2013年10月1日現在）
*2. 出所： 内閣府H22年度県民経済計算 「ドル表示の県内総生産の国際比較」
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Ⅱ．りそなグループの取り組み

リテールトップの
金融サービス企業へ

持
続
的

10期連続黒字計上へ 2014年3月期

・りそなイズムの承継と深化

・新しい金融サービス業としての

ビジネスモデルの構築

的
な
成
長

2013年5月公的資金完済プラン公表

2014年2月
公的資金5,156億円返済

ピークの1/10水準へ

ビジネスモデルの構築

・グループ連結経営の更なる進化

長
の
実
現

資本再構築プ 公表

2011年3月
公的資金1兆2,135億円返済

公的資金残高は、ピークの1/4水準へ

2013年5月公的資金完済プラン公表

・地域運営
・ｱﾗｲｱﾝｽ戦略

営
業
力

2007年1月 本格的な公的資金の返済開始（5,327億円）

2010年11月 資本再構築プラン公表・ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ改革
・ｻｰﾋﾞｽ改革

力
強
化

りそなとして初の普通株配当実現

～2004年度

2006年6月

集中再生期間、2004年度 黒字転換

・関連会社抜本整理

・不良債権の一掃

・政策保有株削減

・経費の大幅削減

リ
ス
ト
ラ

大和銀行とあさひ銀行がりそな銀行と埼玉りそな銀行へ再編

預金保険法に基づく総額1兆9,600億円の公的資金注入

2003年3月

2003年6月
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Ⅱ ．りそなグループの取り組み（公的資金返済）

公的資金残高はピーク時の概ね１割程度の水準まで返済が進捗

35,000
劣後ローン 早健法優先株 預保法優先株 預保法普通株 既往返済額

公的資金残高はピ ク時の概ね１割程度の水準まで返済が進捗

31 280

（億円）

 これまでの公的資金返済の歩み（注入元本ベース）

2,964 

25 000

30,000

劣後ロ ン 早健法優先株 預保法優先株 預保法普通株 既往返済額31,280

返済累計
（注入元本ベース）

2兆7,720億円

16,635 20,000

25,000

公的資金
完済プラン

（～2018年3月末）

10,000

15,000

3,000 

8,680 

1,600 1,600 

4,500 
1,960 

1,624 

0

5,000 3,560

, ,
0

2003/9 2005/2 2005/9 2005/10 2006/11 2007/1 2007/6 2008/6 2008/12 2009/3 2010/8 2011/3 2013/7 2014/2

～FY2004 FY2005～FY2009 FY2010～FY2012 FY2013～普通株式

 りそなHD普通株式 年間配当額の推移

－ ＠10円 ＠12円 ＠15円

普通株式
年間配当額*1

*1. 2007年度以前は、株式分割による調整後の数値
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 サ ビス改革の結果 支店におけるサ ビスレベルが向上し お客さまからより高い評価を獲得

Ⅱ ．りそなグループの取り組み

お客さま満足度の向上

 サービス改革の結果、支店におけるサービスレベルが向上し、お客さまからより高い評価を獲得

りそなの「サービス改革」 次世代型店舗 365店舗（2014年3月末）

 Quick-Naviを活用した迅速な取引

平日17時まで営業 休日営業拡大

次世代型店舗 待ち時間ゼロ

「セブンデイズプラザうめきた」
24時間対応

テレフォンセンター
365日営業の

新チャネル

「セブンデイズプラザうめきた」
 ターミナル駅周辺立地での365日営業

女性の積極登用を通じたホスピタリティの向上
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りそな版PBビジネスの間口は急速に拡大

Ⅱ ．りそなグループの取り組み

りそな版PBビジネスの間口は急速に拡大

事業環境の変化

商業銀行の フルラインの

「リテール×信託」のビジネスモデル 広大な推進対象先

本格的な高齢社会の到来

年間50兆円の相続フロー

商業銀行の
リテール基盤

約1,300万の
個人稼動顧客

約

フルラインの
信託機能

相続・事業承継

不動産仲介×

80万先超の潜在プレミア層

企業オーナー層

資産価格の上昇

相続税制の厳格化

約9万の
法人貸出先

592の有人店舗

動産仲介

遺言信託

企業年金

× 土地資産家層

キャッシュリッチ層

信託を起点とするプレミア層向けクロスセールスの事例

 資産承継ビジネス等の状況： 新規利用件数の推移

 きょういく信託は受託件数が１万件を突破

 遺言信託を起点としたクロスセールス推進のイメージ

45

10,751

2 545
3,115

13,723
きょういく信託は受託件数が 万件を突破
(受託金額 656億円）

■ 現預金 ■ 有価証券 ■ 自社株 ■ 不動産．．．

遺言受託を通じお客さまの資産背景を把握

1,795 1,858 2,105 2,195 1,929

102 147
384

875 986
37 48

56
45 57

1,934 2,053
2,545

有効活用コンサル 相続発生

多面取引展開

2010/3期 2011/3期 2012/3期 2013/3期 2014/3期

遺言信託＋遺産整理 資産承継信託 自社株承継信託 きょういく信託

■ 投信・保険 ■ アパマン組成 ■ 不動産仲介

■ 事業承継 ■ 不動産コンサルティング．．．
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Ⅱ ．りそなグループの取り組み（経営方針）

節目での経営体制の大幅刷新節目での経営体制の大幅刷新

次なる10年 （Next Decade）これまでの10年

新たな発想で
新たなビジネスモデルを創る

公的資金注入から10年

組織の簡素化と
意思決定のスピードアップ

経営改革を始めてから10年

経済 気経済・景気の
転換点の可能性

な ズ グ プ

経営方針
３つの

りそなイズムの
承継と深化

新しい金融サービス業
としてのビジネスモデル

グループ連結経営の
更なる進化

 「お客さまの喜びが  グループインフラの
３つの

ポイント

 「お客さまの喜びが、

りそなの喜び」という

考え方に基づき

改革を継続すること

 「次の10年」の飛躍に向け

た新しい金融サービスの

萌芽を数多く育てること

グル プインフラの

一体運営と管理

 グループのネットワーク

や機能のフル活用
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株 主 総 会

Ⅲ．りそなのコーポレート・ガバナンス体制

りそなホールディングス

選
任

選
任

監査

取締役会
選任

代
会

計

監

社外取締役 6名

社内取締役 4名

選定

報告

各傘下銀行の社長がＨＤ執行役を兼務

表

執

行

監

査

人

※

り
そ
な
銀
行

埼
玉
り
そ
な

そ
の
他

グ経営

近
畿
大
阪
銀

行

役

・

※

監
査
委
員
会
・内

監査

監
査

報

選
任

行 な
銀
行

グ
ル
ー
プ
各
社

管理

指
名

報
酬

監
査

銀
行

執

行

内
部
監
査
部
門
と
連監査

査
報
告

名
委
員
会

酬
委
員
会

査
委
員
会

役

連
携

監査

過半数が社外取締役

委員会設置会社 監査役設置会社

過半数が社外取締役
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Ⅲ ．りそなのコーポレート・ガバナンス体制

取締役会メンバー（りそなホールディングス ）

取締役会（10名 ）

りそなの ポ ト ガ ナン 体制

（2014年5月1日現在）

社
内
取
締

＊1 取締役兼代表執行役社長 東 和浩

取締役兼代表執行役 菅 哲哉

2 取締役兼代表執行役 古川 裕

・過半数を社外取締役で構成
・各委員会の委員長は社外締

役
（
４
名
）

＊2 取締役兼代表執行役 古川 裕二

取締役 磯野 薫

（＊1：取締役会議長 ＊2：6月の株主総会後、取締役就任予定）

各委員会の委員長は社外
取締役

・社外取締役全員が独立役員監査

社

取締役 永井 秀哉（東洋学園大学大学院現代経営学部 教授）

取締役 大薗 恵美

（ 取締役会議長 月 株主総会後、取締役就任予定）

監査＊ 指名

社
外
取
締
役

取締役 大薗 恵美（一橋大学大学院国際企業戦略研究科 教授）

取締役 有馬 利男（一般社団法人ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ｺﾝﾊﾟｸﾄ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ･ﾈｯﾄﾜｰｸ代表理事）

取締役 佐貫 葉子（NS綜合法律事務所 所長）

指名

指名

監査

＊ 報酬

（
６
名
）

取締役 浦野 光人（株式会社ﾆﾁﾚｲ 相談役）

＊3 取締役 松井 忠三（株式会社良品計画 代表取締役会長兼執行役員）

（ 3 6月の株主総会後 取締役就任予定）

報酬

報酬＊

（＊3：6月の株主総会後、取締役就任予定）

（＊：委員会委員長）
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Ⅲ ．りそなのコーポレート・ガバナンス体制

りそなホールディングスりそなホ ルディング

取締役兼代表執行役社長 東 和浩 社外取締役 永井 秀哉

取締役兼代表執行役 菅 哲哉 社外取締役 大薗 恵美

取締役兼代表執行役 ※ 古川 裕二 社外取締役 有馬 利男

取締役 磯野 薫 社外取締役 佐貫 葉子

：社外

取締役 磯野 薫 社外取締役 佐貫 葉子

社外取締役 浦野 光人

社外取締役 ※ 松井 忠三

りそな銀行 近畿大阪銀行埼玉りそな銀行

：社外

取締役会長 上條 正仁

代表取締役社長 池田 一義

代表取締役兼専務執行役員 岩田 一男

取締役兼常務執行役員 江副 弘隆

代表取締役社長兼執行役員 中前 公志

代表取締役兼専務執行役員 酒井 真樹

取締役 池田 博之

社外 締役

代表取締役社長兼執行役員 東 和浩

代表取締役副社長兼執行役員 池田 博之

代表取締役副社長兼執行役員 原 俊樹

取締役兼執行役員 菅 哲哉 取締役兼常務執行役員 江副 弘隆

取締役兼常務執行役員 中尾 安志

取締役兼執行役員 宮崎 恒史

（社外取締役 野村 眞）

社外取締役 永井 秀哉

（社外取締役 増田 賢一朗）

社外取締役 柴田 仁

監査役 森本 千晶

（社外監査役 植松 正年）

社外監査役（非常勤） 関 聖

取締役兼執行役員 菅 哲哉

取締役兼執行役員 古川 裕二

社外取締役 桑畑 英紀

社外取締役 ※ 佐藤 英彦

社外取締役 ※ 三箇山 秀之 社外取締役 永井 秀哉

監査役 石田 和男

監査役 吉武 一

社外監査役 豊嶋 秀直

社外監査役 磯部 正昭

社外監査役（非常勤） 関 聖社外取締役 ※ 三箇山 秀之

監査役 西東 久

監査役 橋爪 大

社外監査役 山下 丈

社外監査役 古賀 健太郎 社外監査役 磯部 正昭

※ ６月の株主総会後、就任予定

社外監査役 古賀 健太郎
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Ⅲ ．りそなのコーポレート・ガバナンス体制 （社外取締役）

① 求められる役割

・「外の目」としての 客観的な経営の監督

りそなの ポ ト ガ ナン 体制 （社外取締役）

「外の目」としての、客観的な経営の監督

・経営者・各分野の専門家としての知識・経験に基づいた、積極的な意見・提言

→ 取締役会・委員会を社外取締役を過半数とすることで、経営の透明性と客観性を確保

② 資質・能力・適性、その選定プロセス

「社外取締役候補者選任基準」より「社外取締役候補者選任基準」より

・社外取締役の独立性

「大株主」「過去を含む当社の関連会社での役職員としての勤務経験」「過去を含む重要な取引関係」

「近親者」「役員の相互就任」「在任期間」

・社外取締役の適格性

「人格」「識見」「誠実」「多様なバックグランド」

・取締役会において相応の影響力を確保できるよう、社外取締役の員数に配慮

選定プロセス

・社長が候補者案を取りまとめ→「指名委員会」→「取締役会」→「株主総会」 を通じて選定・社長が候補者案を取りまとめ→「指名委員会」→「取締役会」→「株主総会」 を通じて選定
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Ⅲ ．りそなのコーポレート・ガバナンス体制 （社外取締役）

③ 機能発揮のための態勢整備や工夫（サポート体制等）

専門 タ 置

りそなの ポ ト ガ ナン 体制 （社外取締役）

専門スタッフの配置

・コーポレートガバナンス事務局が専門対応窓口となり、取締役会・委員会・その他を全面フォロー。

・社外取締役はそれぞれ多忙なため、担当者をつけ、それぞれの要望に応じて個別に事前説明等を実施。

担当者でカバーできない専門性の高い事項等は、所管部担当役員を巻き込みフォローする体制。

・個別具体的なご要望事項はコーポレートガバナンス事務局で協議し、できる限り早期に対応。

・事前説明や会議における社外取締役の意見等は、所管部に還元して宿題管理、あるいは有用なメッセージ事前説明や会議における社外取締役の意見等は、所管部に還元して宿題管理、あるいは有用なメッセ ジ

等については、社内イントラネット等で営業現場に周知することで、経営メッセージを組織に浸透。

社外取締役の銀行業務理解の促進

・「勉強会」の実施

新任に対し、全社計画、リスク管理、財務、信託関連等（就任前、就任直後に複数回実施）

新任以外にも 必要や要望に応じ 個別に勉強会を開催（公的資金返済関連 システム関連等）新任以外にも、必要や要望に応じ、個別に勉強会を開催（公的資金返済関連、システム関連等）

・「店舗等見学会」の実施

年2回程度、支店やシステムセンター施設等の見学会を実施

セブンデイズプラザ、東京ミッドタウン支店、ローンセンター等々
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Ⅲ ．りそなのコーポレート・ガバナンス体制 （委員会）

指名委員会

「取締役候補者」の決定

監査委員会報酬委員会

取締役及び執行役の職務の取締役 執行役の「報酬方針

りそなの ポ ト ガ ナン 体制 （委員会）

・「取締役候補者」の決定

・「役員に求められる人材像」の
決定

「社外取締役候補者選任基準」

・取締役及び執行役の職務の
執行の監査

・会計監査人の選解任議案の
決定

・取締役・執行役の「報酬方針」
「報酬支給基準」の決定

・「株式取得報酬の支給手続き」
の決定

役
割
・決
議・「社外取締役候補者選任基準」

決定

・「サクセッションプラン」の決定
およびアセスメント結果報告

決定

・内部監査部等を連携し内部統
制システムの監視・検証、執行
役等への改善要請

の決定

・執行役個人別の評価・報酬額
の決定

議
事
項
等

・開催回数：年2回以上

・サポート：コーポレートガ

・開催回数：原則毎月開催

・サポート：監査委員会事務

・開催回数：年2回以上

・サポート：コーポレートガ

バナンス事務局

・委員全員が社外。必要に応

じ社長がオブザーバー参加

社外役員が社内役員の人物

態
勢
整
備

局

・過半数が社外。

・代表執行役等との意見交換

傘下銀行監査役等との意見

バナンス事務局

・委員全員が社外。必要に応

じ社長がオブザーバー参加

グ プガバナ として・社外役員が社内役員の人物

を知る機会設置（社外取締

役面談、各種アセスメント

プログラムに参加）

備
や
工
夫

・傘下銀行監査役等との意見

交換・連携

・グループガバナンスとして

傘下銀行含む役員の報酬制

度ならびに報酬テーブルを

HD報酬委員会で決定プログラムに参加） HD報酬委員会で決定
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Ⅳ．委員会制度移行後の効果

具体的効果

他業界・利害関係の無い人材を
中心とした社外取締役の招聘

外部の目線を意識した
経営の実現

執行に対する権限委譲 機動性と柔軟性の向上

取締役会の決議・報告事項に
対する議論の活発化

ｱｶｳﾝﾀﾋﾞﾘﾃｨに対する
意識の向上

監査委員会による執行役、
内部監査部門とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

監視機能の強化

指名・報酬委員会の運営
役員等人事における

透明性の向上透明性の向上
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Ⅴ． おわりに

りそなグループは、創造性に富んだ金融サービス企業を目指し、

お客さまの信頼に応えます 透明な経営に努めます

りそなグループの経営理念

お客さまの信頼に応えます。 透明な経営に努めます。
変革に挑戦します。 地域社会とともに発展します。

りそなWAY（りそなグル プ行動宣言）

「りそな」はお客さまとの信頼関係を

お客さまと「りそな」

「りそな」はお客さまとの信頼関係を

お客さまと「りそな」

「りそな」は株主との関係を

株主と「りそな」

「りそな」は株主との関係を

株主と「りそな」

りそなWAY（りそなグループ行動宣言）

「りそな」はお客さまとの信頼関係を

大切にします
・お客さまからの信頼を全てに優先し、お客さまの喜ぶ顔や
幸せのために、誠実で心のこもったサービスを提供します。

「りそな」はお客さまとの信頼関係を

大切にします
・お客さまからの信頼を全てに優先し、お客さまの喜ぶ顔や
幸せのために、誠実で心のこもったサービスを提供します。

「りそな」は株主との関係を

大切にします
・長期的な視点に立った健全な経営を行い、企業価値の向
上に努めます。

「りそな」は株主との関係を

大切にします
・長期的な視点に立った健全な経営を行い、企業価値の向
上に努めます。

・お客さまのニーズに応え、質の高いサービスを提供します。

・常に感謝の気持ちで接します。

・お客さまのニーズに応え、質の高いサービスを提供します。

・常に感謝の気持ちで接します。

・健全な利益の適正な還元を目指します。

・何事も先送りせず、透明な経営に徹し、企業情報を公正か
つ積極的に伝えます。

・健全な利益の適正な還元を目指します。

・何事も先送りせず、透明な経営に徹し、企業情報を公正か
つ積極的に伝えます。

社会と「りそな」社会と「りそな」 従業員と「りそな」従業員と「りそな」

「りそな」は社会とのつながりを

大切にします
・「りそな」が存在する意義を多くの人々に認めていただける

社会と「りそな」

「りそな」は社会とのつながりを

大切にします
・「りそな」が存在する意義を多くの人々に認めていただける

社会と「りそな」

「りそな」は従業員の人間性を

大切にします
「りそな」の 員であることに誇りを持って働ける職場を創

従業員と「りそな」

「りそな」は従業員の人間性を

大切にします
「りそな」の 員であることに誇りを持って働ける職場を創

従業員と「りそな」

・「りそな」が存在する意義を多くの人々に認めていただける
よう努力します。

・広く社会のルールを遵守します。

・良き企業市民として地域社会に貢献します。

・「りそな」が存在する意義を多くの人々に認めていただける
よう努力します。

・広く社会のルールを遵守します。

・良き企業市民として地域社会に貢献します。

・「りそな」の一員であることに誇りを持って働ける職場を創
ります。

・創造性や変革に挑戦する姿勢を重んじます。

・従業員一人ひとりの人間性を尊重し、能力や成果を公正
に評価します。

・「りそな」の一員であることに誇りを持って働ける職場を創
ります。

・創造性や変革に挑戦する姿勢を重んじます。

・従業員一人ひとりの人間性を尊重し、能力や成果を公正
に評価します。
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参考 １

主な権限委譲項目と担当部門

①重要な財産の処分・譲り受け 購買部門

②多額の借財 財務部門

③重要な使用人の選解任 人事部門
権
限
委

④重要な組織の設置等 経営企画部門

委
譲

⑤社債募集に関する重要事項 財務部門⑤社債募集に関する重要事項 財務部門
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参考 2

【 目 的 】
りそなグル プの経営改革を加速し 持続的な企業価値の向上を実現するために 最りそなグループの経営改革を加速し、持続的な企業価値の向上を実現するために、最

適なタイミングで、最適な人材に、経営トップ（傘下銀行社長含む）としての役割と

責任を継承させることを目的とする。

サ
ク
セセ
ッ
シ

■りそなHD  「コーポレートガバナンス報告書」より抜粋

り な ク プ
シ
ョ
ン

りそなのサクセッション・プランについて

当社では、持続的な企業価値向上を図るべく、経営トップの役割と責任を継承するメカニズムとして
2007年6月にサクセッション・プランを導入し、役員の選抜・育成プロセスの透明性を確保しております。

・
プ
ラ

当社のサクセッション・プランは「次世代トップ候補者」から「新任役員候補者」までを対象とし、対象者を

階層ごとに分類した上で選抜・育成プログラムを計画的に実施しております。各々の選抜・育成プログラ
ムは外部コンサルタントから様々な助言を得ることで客観性を確保しており、それらの評価内容は全て指ラ

ン
と
は

名委員会に報告される仕組みとなっております。
また、指名委員の活動としては評価内容等の報告を受けることに留まらず、個々のプログラムに実際に

参加することなどを通じ、各役員と直接接点を持つことでより多面的に人物の見極めを行っております。
さらに、それらの指名委員会の活動状況は社外取締役が過半数を占める取締役会に報告され多様な

は観点で議論されており、そうした全体のプロセスを通じ役員の能力・資質の把握と全体の底上げが極め
て高い透明性のもとで図られております。
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役員に求められる人材像
参考 3

更 で更 で更なる飛躍をコミットし、猛烈な勢いで更なる飛躍をコミットし、猛烈な勢いで
実現する実現する

短期的ミッショ短期的ミッショ
ンン

中長期的ミッショ中長期的ミッショ
ンン

夢とエネルギーを与える未来を描き夢とエネルギーを与える未来を描き
実現する実現する

りそなりそな
の飛躍の飛躍

• ﾋﾞｼﾞｮﾝの浸透
• 説明能力
• 権限委譲

浮力ｽﾋﾟｰﾄﾞ

進むべき方向へ
組織を動かす力

権限委譲
• 熱気を作り出す
• 自ら仕掛ける

新しいりそな像を
創り出す力

実
現
さ
せ
る
た

実
現
さ
せ
る
た

• 洞察力
• 判断の機軸

• 情報センス
• 感度・感知

好奇心

• ビジョン
• 戦略策定力
• アントレプレナー
• 構想力・独自性
• アイデア創出

深く多面的に
問題を見極める力

情報を鋭く
嗅ぎとる力

創り出す力た
め
の
力

た
め
の
力

お客様 喜びを

• 多面的判断
• 関連性検証
• 問題の核心

• 好奇心
• 見逃さない
• 情報への貪欲さ

アイデア創出

• No.1へのこだわり
• 使命感
• 貪欲さ

• 危機感
• ゼロベース
• しがらみを絶つ

• Customer   First
• 顧客感度
• 価値判断の拠り所

勝ちにこだわる姿勢変革志向の強さ お客様の喜びを
追求する姿勢

マ
イ
ン
ド
・
セ

マ
イ
ン
ド
・
セ • 貪欲さ

• アグレッシブ
• 闘争心・競争心・執着心

しがらみを絶つ
• 変化を恐れない
• 縦割り意識の払拭

• 価値判断の拠り所
• 内部論理の否定
• サービス業の目線

セ
ッ
ト

セ
ッ
ト
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